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６
月
就
任
以
来
５
カ
月
が

過
ぎ
、
９
月
の
「
第
55
回
山

形
県
老
人
福
祉
大
会
」
と
10

月
の
「
第
14
回
公
式
ワ
ナ
ゲ

全
国
交
流
大
会
」
は
、
私
を

含
め
会
員
の
皆
さ
ん
や
関
係

者
の
方
々
も
開
催
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
感
染
症
拡
大
に
伴
い
、

本
会
で
は
高
齢
者
の
感
染
拡

大
防
止
に
努
め
、
会
員
の
安

全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め

と
て
も
残
念
で
は
あ
り
ま
し

た
が
中
止
い
た
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響

は
、
社
会
活
動
を
行
う
に
も

制
約
や
制
限
を
受
け
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
り

新
し
い
習
慣
や
文
化
も
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
の
時
代
に
お
い
て
も

無
く
し
て
は
な
ら
な
い
も
の

は
、「
人
と
人
と
の
支
え
合

い
」、「
絆
と
つ
な
が
り
」
で

す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
す
る

全
て
の
会
員
は
、
長
年
人
生

の
中
で
培
っ
て
き
た
豊
富
な

経
験
と
知
識
を
有
し
て
お

り
、
そ
の
知
恵
と
創
意
工
夫

を
も
っ
て
、
仲
間
づ
く
り
と

多
様
な
活
動
を
通
し
て
よ
り

良
い
新
し
い
関
係
を
築
き
、

乗
り
越
え
て
向
か
っ
て
い
こ

う
と
す
る
単
位
ク
ラ
ブ
の
取

り
組
み
事
例
は
強
く
心
に
響

き
ま
し
た
。

　

今
で
き
る
こ
と
は
、
一
人

ひ
と
り
が
感
染
予
防
を
徹
底

し
、
先
人
た
ち
か
ら
受
け
継

い
で
き
た
理
念
を
結
集
し

て
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ

求
め
ら
れ
る
活
動
を
展
開

し
、
来
年
は
県
民
と
と
も
に

創
立
60
周
年
を
迎
え
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

き
ら
ら
ク
ラ
ブ
山
形

�

一
般
社
団
法
人
山
形
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
　
岸
部
　
滋

コ
ロ
ナ
を
克
服

コ
ロ
ナ
を
克
服

求
め
ら
れ
る
活
動
に
全
集
中

求
め
ら
れ
る
活
動
に
全
集
中

会
長
あ
い
さ
つ

きららクラブ山形 PB第33号

第33号
令和3年11月

きららクラブ山形

〒990-0021 山形市小白川町2-3-31 県総合社会福祉センター 2階
tel （023）622-5601  fax （023）622-5606
ホームページ https://www.kirara-yamagata.or.jp
E-mail yrouren@poplar.ocn.ne.jp

山形県老人クラブ連合会
一般社団法人

（編集・印刷）株式会社ニチコミ　
　　　　　　☎03-5718-3900 http://www.nichicomi.com

会

報



私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《北部版》

９
月
２
日
、
や
ま
ぎ
ん

県
民
ホ
ー
ル
を
会
場
に
開

催
を
予
定
し
て
い
た
「
第

55
回
山
形
県
老
人
福
祉
大

会
」
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
者

の
増
大
に
よ
り
県
が
「
感

染
拡
大
防
止
特
別
集
中
期

間
」
を
設
定
し
た
た
め
参

加
者
の
健
康
と
安

全
を
第
一
に
考
慮

し
て
開
催
が
中
止

に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、
全

国
老
人
ク
ラ
ブ
大

会
を
本
県
で
開
催

す
る
予
定
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、「
山

形
県
老
人
福
祉
大

会
」
を
開
催
し
な

い
計
画
だ
っ
た
た

め
、
２
年
ぶ
り
の

大
会
開
催
に
各
関

係
者
か
ら
の
期
待

が
高
ま
っ
て
い
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
徹

底
し
て
開
催
す
る
予
定

だ
っ
た
大
会
式
典
で
は
、

県
老
連
会
長
表
彰
並
び
に

県
知
事
感
謝
状
の
贈
呈
と

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
高
齢
者
福
祉
の
向
上

の
た
め
の
「
大
会
宣
言
」

な
ど
が
企
画
さ
れ
、
式
典

後
に
は
、
全
国
老
人
ク
ラ

ブ
大
会
で
活
動
発
表
す
る

予
定
だ
っ
た
新
庄
市
老
連

の
き
ら
ら
歌
踊
団
に
よ
る

演
劇
と
開
催
地
の
山
形
市

老
連
女
性
委
員
に
よ
る
い

き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
ア
レ

第第
5555
回
山
形
県
老
人
福
祉
大
会
開
催
見
合
わ
せ

回
山
形
県
老
人
福
祉
大
会
開
催
見
合
わ
せ

～
企
画
さ
れ
て
い
た
内
容
と
大
会
宣
言
～

～
企
画
さ
れ
て
い
た
内
容
と
大
会
宣
言
～

ン
ジ
発
表
な
ど
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

大
会
の
企
画
は
、
大
会

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
発
行
し
て

各
市
町
村
の
参
加
予
定
者

に
市
町
村
老
連
を
通
じ
て

配
布
し
ま
し
た
。

きららクラブ山形 2第33号



私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《北部版》

◆
老
人
ク
ラ
ブ
の
指
導
育
成

に
特
に
貢
献
の
あ
っ
た
者

山
形
市�

熊
谷
源
二
郎

山
形
市�

渡
邉
長
一
郎

山
形
市�

横
山　

光
子

山
形
市�

冨
塚　

政
子

山
形
市�

井
上　

次
郎

山
形
市�

伊
藤
ト
ミ
子

東
根
市�

小
野　

俊
雄

東
根
市�

奥
山
冨
美
子

東
根
市�

細
矢　

誠
一

中
山
町�

渡
辺　

利
明

新
庄
市�

矢
口　
　

實

新
庄
市�

齋
藤　

勝
彦

最
上
町�

菅
嶋　
　

彰

鮭
川
村�

髙
橋　
　

哲

長
井
市�

鈴
木　

力
夫

長
井
市�

土
屋　

武
二

長
井
市�

色
摩　

貫
司

飯
豊
町�

中
善
寺
善
三

飯
豊
町�

米
野
キ
ヨ
子

鶴
岡
市�

長
谷
川　

清

鶴
岡
市�

白
幡
壽
美
子

鶴
岡
市�

佐
藤
治
郎
作

鶴
岡
市�

柴
田　

𠮷
夫

山
形
県
知
事
感
謝
状

酒
田
市�

梨
本　

利
雄

酒
田
市�

堀　
　
　

博

酒
田
市�

北
村　

宏
治

庄
内
町�

原
田　

博
司

�

計
27
名

◆
社
会
福
祉
（
地
域
）
活
動

が
特
に
顕
著
な
老
人
ク
ラ
ブ

新
庄
市�
桧
町
桧
和
会

�
計
１
団
体

◆
老
人
福
祉
施
設
等
の
介
護

職
員
と
し
て
通
算
15
年
以
上

業
務
に
精
励
し
、
他
の
範
と

認
め
ら
れ
る
者

宮
地　

隆
拓
／
髙
谷　

真
喜

木
村　
　

恵
／
須
藤　

里
佳

須
藤　

則
子
／
有
路　

淳
一

宮
川
ひ
と
み
／
佐
藤　

友
和

岩
﨑　

美
穂
／
五
十
嵐
真
紀

長
岡　

晴
美
／
工
藤　

尚
子

布
施　

隆
裕
／
湯
澤　

公
平

皆
川　

純
一
／
髙
橋
由
起
子

髙
橋
三
枝
子
／
我
妻
満
寿
美

上
原　

敦
子
／
佐
藤
志
津
子

太
田
由
美
子
／
高
橋　

暁
美

沼
澤　

夕
佳
／
松
浦　

美
幸

佐
藤　

ち
え
／
山
口　

容
子

見
川
久
美
子
／
栗
田
ひ
と
み

伊
藤　

世
栄
／
髙
橋　
　

純

髙
橋　

洋
暁
／
丸
山
眞
知
子

舘
石　
　

正
／
米
野　

圭
一

井
上
富
美
子
／
嘉
藤　

敬
子

飯
澤　

奈
奈
／
鈴
木
か
お
る

杉
山　

文
子
／
池
田　
　

光

東
海
林
祥
子
／
治
部　

美
穂

柿
﨑　
　

毅
／
佐
藤　

典
子

佐
々
木
り
え
／
齋
藤　

美
喜

大
滝　

友
子

�

計
47
名

山
形
県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
会
長
表
彰

◆
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
功
労

山
形
市�

田
中　
　

清

山
形
市�

大
瀧
ア
ヤ
子

山
形
市�

鈴
木
多
美
子

山
形
市�
板
垣　

貞
夫

山
形
市�
和
田　

勝
子

山
形
市�
加
藤　

玲
子

山
形
市�

大
森　

ア
キ

山
形
市�

近
藤　

元
一

米
沢
市�

清
野
美
喜
男

鶴
岡
市
鶴
岡
支
部�

諏
訪　

み
ね

鶴
岡
市
鶴
岡
支
部�

遠
藤　

秀
子

鶴
岡
市
鶴
岡
支
部�

中
浜　

於
富

鶴
岡
市
鶴
岡
支
部�

栗
本　

光
雄

鶴
岡
市
鶴
岡
支
部�

星
川　

直
大

鶴
岡
市
朝
日
支
部�

齋
藤　

亮
一

鶴
岡
市
温
海
支
部�

五
十
嵐
丈
保

鶴
岡
市
温
海
支
部�

三
浦　
　

祥

鶴
岡
市
藤
島
支
部�

石
塚　
　

健

酒
田
市
酒
田
支
部�

田
中　

伸
一

酒
田
市
酒
田
支
部�

高
橋　

辰
雄

酒
田
市
酒
田
支
部�

佐
藤　
　

守

酒
田
市
酒
田
支
部�

齋
藤　
　

孝

酒
田
市
酒
田
支
部�

齋
藤　

吉
也

酒
田
市
酒
田
支
部�

渋
谷　

寿
治

酒
田
市
松
山
支
部�

齋
藤　
　

正

酒
田
市
平
田
支
部�

久
松　

正
治

酒
田
市
平
田
支
部�

斎
藤　
　

隆

村
山
市�

髙
宮
喜
代
子

村
山
市�

竹
村　
　

徹

長
井
市�

樋
口　

茂
次

長
井
市�

遠
藤　
　

忠

天
童
市�

板
垣　

欣
一

東
根
市�

堀
江　

富
治

東
根
市�

眞
木
ト
シ
子

東
根
市�

庄
司　
　

子

東
根
市�

深
瀬　
　

昇

東
根
市�

本
田　

正
雄

南
陽
市�

加
藤　
　

茂

山
辺
町�

峰
田　
　

明

大
江
町�

工
藤　

吉
藏

大
江
町�

庄
司　

繁
實

朝
日
町�

海
野　
　

寛

朝
日
町�

海
野　

利
昭

河
北
町�

髙
橋　

和
子

河
北
町�
安
達　

正
行

大
石
田
町�
髙
橋　

恭
悦

大
石
田
町�
星
川　

昌
美

舟
形
町�

伊
藤　

宇
内

大
蔵
村�

矢
口　

秀
男

県
知
事
感
謝
状
・
県
老
連
会
長
表
彰

感
謝
状
受
章
者

⬅ 次ページに続く

伶怜今今怜今今
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《北部版》

大
蔵
村�

中
島　

良
久

戸
沢
村�

冨
澤
善
右
衛
門

戸
沢
村�

斉
藤　

清
敏

鮭
川
村�

栗
田　

英
男

鮭
川
村�
佐
藤　

一
壽

真
室
川
町�
沓
澤　
　

章

真
室
川
町�

柿
﨑
眞
由
美

金
山
町�

三
上　

恵
一

最
上
町�

山
田
満
五
郎

最
上
町�

下
山　

武
良

川
西
町�

今
野　

善
博

飯
豊
町�

手
塚　

新
藏

飯
豊
町�

岡　
　
　

桂

小
国
町�

東
海
林
テ
イ
子

小
国
町�

保
科　

一
三

三
川
町�

佐
藤
健
治
郎

庄
内
町�

小
林　
　

力

遊
佐
町�

小
松　

良
市

遊
佐
町�

髙
橋　

良
一

遊
佐
町�

今
野　
　

尋

遊
佐
町�

東
海
林
孝
子

�

計
70
名

◆
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

鶴
岡
市
鶴
岡
支
部

　

中
道
じ
ゅ
ら
く
会
（
第
五
学
区
）

鶴
岡
市
鶴
岡
支
部�

　

松
並
町
松
寿
会

鶴
岡
市
温
海
支
部�

　

木
野
俣
老
人
ク
ラ
ブ

新
庄
市

　

角
沢
老
人
ク
ラ
ブ

山
辺
町

　

簗
北
ク
ラ
ブ

大
江
町　

　

４
区
長
楽
会

大
石
田
町�

　

庚
申
町
老
人
ク
ラ
ブ

舟
形
町　

　

内
山　

笑
生
会

鮭
川
村　

　

京
塚
朗
人
ク
ラ
ブ
喜
楽
会

遊
佐
町　

　

上
吉
出
万
年
青
会

�

計
10
団
体

山
形
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
感
謝
状

◆
県
老
連
退
任
役
員

山
形
市�

亀
谷
千
代
子

�

計
１
名

◆
提
携
保
養
施
設

山
形
市

　

蔵
王
温
泉　

　

�

ホ
テ
ル
ル
ー
セ
ン
ト
タ
カ

ミ
ヤ

大
蔵
村

　

肘
折
温
泉　

　

四
季
の
宿　

松
屋

天
童
市　

　

天
童
温
泉　

栄
屋
ホ
テ
ル

�

計
３
団
体

令和３年度令和３年度
県内一斉会員加入促進キャンペーン表彰県内一斉会員加入促進キャンペーン表彰

達成おめでとうございます達成おめでとうございます

区　　分 市町村老連数 クラブ数 会員増数
①新規会員10％増 14 24 191
②新規会員5人以上増 15 27 203
③70歳未満会員割合5％増 12 20 ー
④再結成・再加入、新規結成クラブ 3 5 138
⑤市町村老連会員増 1 1 39

計 77 571

県内の老人クラブ会員数・単位
クラブ数が減少にある実態を踏ま
え、平成 9 年度から「会員加入
プラス 5人作戦」、さらに平成 22
年度からは 3カ年を単位に計画・
実施する「県内一斉会員加入促進
キャンペーン」を、県内の老人ク
ラブが共通の目標を持ち、一丸と
なって取り組みをすすめておりま
す。
表彰5区分を対象にして取り組
み、その成果をまとめ、達成クラ
ブを市町村老連から申請をいただ
きました。今年は、各部門をとお

して 25 老連より申請があり、76
クラブ・1連合会が達成されまし
た。
今後も、「地域に老人クラブの
灯を消すな！」を合言葉に、県老
連と市町村老連が一体となり、こ
れまでの仲間づくりを基本にした
新規会員を増やす活動に加え、現
在あるクラブを活性化させること
で、解散や休会してしまったクラ
ブを再結成・再加入することと併
せて、未組織地域に結成を呼びか
ける行動発展に取り組んでいきま
しょう。
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70
歳
未
満
会
員
割
合
５
％
増
達
成
ク
ラ
ブ
紹
介

梺ふ
も
と

町ま
ち

自
治
会
老
人
ク
ラ
ブ

お
も
だ
か
会（
尾
花
沢
市
）

�

会
員
数
：
２
３
９
名

�

会　

長
：
鈴
木　

勲

  

65
歳
以
上
は
全
員
会
員
！

本
会
は
、
長
年
に
わ
た
る
地
域
の

方
々
か
ら
の
要
望
に
よ
り
平
成
26
年

に
発
足
し
ま
し
た
。
地
域
の
65
歳
以

上
の
方
は
必
然
的
に
入
会
し
て
い
た

だ
き
、
65
歳
以
下
の
方
は
希
望
に
よ

り
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
も
自
治
会
内
の
組
織
と

し
て
位
置
づ
け
し
て
い
て
、
総
会
は

自
治
会
通
常
総
会
と
兼
ね
て
開
催
し

て
い
ま
す
。

梺
町
自
治
会
は
３
町
内
会
（
約

２
０
０
世
帯
人
口
６
５
０
人
）
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
目
標
と
し
て
「
梺

町
は
一
つ
」「
お
互
い
様
を
大
切
に

支
え
合
う
元
気
な
梺
ま
ち
」「
事
件

事
故
の
な
い
明
る
い
梺
ま
ち
」
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
町
全
体
が

ひ
と
つ
に
な
り
一
体
と
な
っ
て
活
動

し
て
い
く
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
会
員

増
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

狙うはホールインワン狙うはホールインワン

地区民みんなで祝う「米寿・喜寿賀詞伝達」地区民みんなで祝う「米寿・喜寿賀詞伝達」

子どもたちの田植えを見守ります子どもたちの田植えを見守ります

放課後児童クラブへ  昔の遊びあやとり指導放課後児童クラブへ  昔の遊びあやとり指導
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《北部版》

梅
の
里
会（
真
室
川
町
）

�

会
員
数
：
21
名

�
会
長
：
髙
橋　

政
見

　
入
会
の
決
め
手
は
仲
間

こ
の
地
域
は
複
合
経
営
農
家
が
多

く
ニ
ラ
や
ネ
ギ
な
ど
の
栽
培
が
盛
ん

に
行
わ
れ
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
も
ほ

ぼ
現
役
で
忙
し
く
し
て
い
ま
す
。

地
域
外
に
勤
め
に
出
て
い
る
人
も

少
な
く
、
退
職
後
に
地
域
活
動
を
し

よ
う
と
い
う
習
慣
が
な
い
た
め
、
60

～
70
代
の
若
手
世
代
が
老
人
ク
ラ
ブ

に
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。そ

の
よ
う
な
中
で
同
じ
地
区
内
に

60
代
前
後
の
仲
良
し
女
性
グ
ル
ー
プ

が
月
１
～
２
回
公
民
館
に
集
ま
り
お

し
ゃ
べ
り
や
趣
味
活
動
な
ど
を
楽
し

む
活
動
を
し
て
い
る
と
聞
き
、
そ
の

女
性
グ
ル
ー
プ
へ
老
人
ク
ラ
ブ
に
加

入
し
て
く
れ
な
い
か
と
誘
っ
た
と
こ

ろ
入
会
を
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

一
人
だ
け
誘
わ
れ
て
も
な
か
な
か

入
会
す
る
勇
気
が
出
ま
せ
ん
が
、
友

だ
ち
や
仲
間
が
一
緒
だ
と
入
会
を
し

や
す
い
よ
う
で
グ
ル
ー
プ
全
員
が
加

入
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
新
た
に
加
入
し
た
若
手

会
員
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
て
会
員
同
士
の
交
流
を
深

め
て
い
き
た
い
で
す
。

ジャンケン競争　見事勝利！ジャンケン競争　見事勝利！ 久々の再会に思わず抱き合う仲間久々の再会に思わず抱き合う仲間

年齢の垣根なく活動年齢の垣根なく活動

きららクラブ山形 6第33号



私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《北部版》

大
会
の
模
様
に
つ
い
て

は
、
ビ
デ
オ
収
録
で
の
配

信
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作
で
配
布

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

な
お
、
今
年
度
大
会
に

お
い
て
次
の
２
名
２
団
体

が
全
老
連
会
長
表
彰
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

【
育
成
功
労
】

小
林
達
夫

（
県
老
連
理
事
、
前
副
会

長
・
鶴
岡
市
老
連
会
長
）

菅
喜
代
美

（
最
上
町
老
連
女
性
委
員
長
）

【
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
】

第
一
満
寿
美
会

（
酒
田
市
老
連
八
幡
支
部
）

【
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
】

朝
日
町
長
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会

令
和
３
年
度
全
国
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
表
彰
本
県
受
章
者

今
年
の
大
会
は
、
四
国

香
川
県
高
松
市
に
お
い

て
、
11
月
17
日
に
「
新
し

い
生
活
様
式
」
を
基
本
に

徹
底
し
た
コ
ロ
ナ
感
染
症

予
防
策
を
講
じ
、
大
会
内

容
と
規
模
を
縮
小
し
て
全

国
か
ら
約
６
０
０
名
が
集

い
開
催
す
る
計
画
で
準
備

し
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
８
月

に
入
り
全
国
的
に
感
染
者

数
が
過
去
最
大
を
更
新
す

る
な
ど
、
そ
の
勢
い
で
拡

大
し
て
い
る
状
況
か
ら
、

高
齢
者
の
感
染
拡
大
防
止

に
努
め
、
会
員
の
安
全
安

心
を
確
保
す
る
た
め
に
は

“
参
加
者
を
集
め
て
実
施

す
る
＂
こ
と
は
困
難
で
あ

る
と
判
断
し
、
全
国
か
ら

の
参
加
者
の
招
集
を
取
り

や
め
無
観
客
開
催
と
す
る

こ
と
が
９
月
６
日
に
通
知

さ
れ
ま
し
た
。

「
第
「
第
5050
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」

回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」

　
　
　
　
　
　
　

無
観
客
で
開
催

　
　
　
　
　
　
　

無
観
客
で
開
催

全老連活動賞
区　分 健康づくり その他（世代交流、体験学習と郷土芸能、伝承文化）

受賞団体
若宮喜楽会（最上町）
　会長：下山　武良
　会員：85名

幸生さわやかクラブ65（寒河江市）
　会長：菊地　広行　
　会員：83名

活動内容

100歳体操で健康元気 毎週月・木２回開催100歳体操で健康元気 毎週月・木２回開催 炭焼き見学体験で小学生との交流炭焼き見学体験で小学生との交流
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《北部版》

会の発足時か
ら、友愛、軽ス
ポーツ、世代交
流などの地域に
根差した社会貢
献活動などに取
り組んでいま
す。公式ワナゲの講習会で、普及員資格を取得した人
で構成する「同好会」を発足させ、成績確認者として
オリジナルの公式ランキング大会を開催しています。
ゲームでは、①参加者各自が目標を持ってプレー、
②定期的なゲーム開催で、チームが一体となって交流
を向上させ、③参加者から「これが生きがいだ！」と
自宅練習を重ねて参加する者も現れています。
今後、三世代交流大会などの企画を通じて、コミュ

ニケーションの向上とクラブ会員の増加をめざしてい
きます。

ランキング大会開催！
寒河江市老人クラブ連合会

会長：菊地　広行

全国ワナゲランキングには町老連が毎年エントリー
して練習に励み、メキメキ実力をつけているクラブが
増えてきました。今年は県老連主催の公式ワナゲ全国
交流大会が中止となったため、参加エントリー予定
だったクラブによるワナゲ交流大会を実施しました。
11チーム 33名で交流大会を行い、トーナメント方
式で誰もが楽しめるよう、会員同士で知恵を出し自主
的な動きで行いました。
成績は次のとおりです。

優　勝 ４区長楽会A

２　位 小見睦会A

３　位 小見睦会B

盛り上がったトーナメント

会長：富樫　文夫

大江町老人クラブ連合会

投げる手にも
力が入ります

33 名での
熱い戦い

公式ワナゲふれあい通信
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《北部版》

毎年、県老連が主催する「公式ワナゲ全国交流大会」
には、これまで町連合会としての代表チームを出場さ
せていなかったので、初出場させるチームを検討して
いましたが、コロナの影響によって予選会とする大会
が中止となってしまいました。選抜を行うことができ
なかったので令和元年に町連合会主催の高齢者公式ワ
ナゲ大会で第 1位になった東部地区高砂会に出場を
依頼してみました。
しかし、置賜地区内で感染者が増大したことにより

高砂会もメンバーを集めて練習することができずにい
ました。次期開催に向けてチームを強化するため、コロ
ナが落ち着いたら練習を再開させたいとのことです。

全国交流大会初出場を目指して
飯豊町老人クラブ連合会  東部地区高砂会
町老連会長：木村　勝男　　地区会長：佐原　守

コロナ感染
症拡大の影響
によりワナゲ
大会は２日に
分けて開催さ
れました。大
会当日は、健
康 チェック
シートを記入
いただき提出必須としました。会場は入場制限があり
70名までとされているので、１日目は午前・午後と時間
帯を分けて合計17チームの試合が開催されました。チー
ムの入れ替え時は、試合が終わった選手に退場していた
だき、運営スタッフによる換気や消毒が行われ、次のチー
ムを入場させるなど密にならない工夫をしました。
2日目は、前日の試合の集計結果をもとに上位10チー
ムが優勝を目指して試合を行いました。
成績は次のとおりです。

優　勝 法田下幸寿会A

２　位 月楯老人クラブ

３　位 向町アジサイクラブA

２日に分けての開催
最上町老人クラブ連合会

会長：野口　信也

受賞された方
おめでとうございます

緊張の一投

 で話と和を 公式ワナゲふれあい通信輪輪
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《北部版》

『公式ワナゲ全国ランキング大会』をご存じですか？
日本ワナゲ協会が主催する『公式ワナゲ全国ランキング大会』をご存じですか？
公式ワナゲ愛好者なら、＂いつでも、どこでも、だれとでも＂参加できる大会です。
地域のイベントやクラブでのワナゲ大会、または練習会の得点をスコアカードに記録して日本ワナゲ協会
に提出すると、毎年 3月 1日から翌年 2月末日までの得点を累計してランキングで発表される大会です。
好成績の団体には賞状が贈呈されます。
コロナ禍で各地域のワナゲ大会が中止や規模縮小を余儀なくされていますが、この大会は地域ごとに楽し
める大会として注目されています。
ぜひご参加ください。

【大会規定】
　期　　間　　毎年3月1日から翌年2月末日まで（期間中は何回でも参加できます）
　競技方式　　単独投輪方式（1人が9本の輪を投げて競うゲーム）　
　参加人数　　�特に規定はありませんが、普及員または公認指導審判員を含めて参加してください。
　参 加 費　　無料　
　※ただし、スコアカード等の送料は申込者の負担になります。
　賞 区 分　　個人の部　総合得点賞、パーフェクト賞
　　　　　　　団体の部　総合得点賞、最高平均得点賞　　
　（上位入賞者または団体には、4月に賞状が贈られます）
　☆�ランキングの発表は、毎年4月に日本ワナゲ協会のホームページで
結果が発表されますのでご覧ください。

　※�新型コロナウイルス感染症の影響によっては、ランキング大会賞区
分が変更される場合がございますのでご了承ください。

【申し込み方法】
・申し込みの様式は特にありません。
・�紙にクラブ名、代表者氏名、都道府県名、市町村名、代表者住所、電
話番号、大会開催年月日を記入して、賞該当者のスコアカード（記録
用紙）に添えてお申し込みください。
【申し込み・お問い合わせ】
　まずは、事前に『日本ワナゲ協会』へご連絡ください。
　電話�06-6981-4627　Fax�06-6981-7470

きららクラブ山形ホームページよりきららクラブ山形ホームページより
ダウンロードして印刷ができますダウンロードして印刷ができます
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県
老
連
並
び
に
市
町
村

老
連
の
組
織
運
営
の
あ
り

方
に
つ
い
て
審
議
す
る
た

め
、
昨
年
９
月
に
「
県
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
財
源
対

策
等
検
討
委
員
会
」
を
設

置
し
、
本
会
正
副
会
長
並

び
に
市
町
村
老
連
会
長
や

事
務
局
、
関
係
機
関
か
ら

会
長
が
推
薦
し
た
15
名
以

内
で
構
成
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
４
回
開
催
し
ま
し
た
。

組
織
の
持
続
可
能
な
安

定
し
た
財
源
基
盤
対
策
や

事
業
の
健
全
な
運
営
を
図

る
た
め
の
歳
入
歳
出
の
あ

り
方
な
ど
が
協
議
さ
れ
て

い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
運
営
財

源
は
、
基
本
的
に
組
織
を

構
成
し
所
属
し
て
い
る
会

員
か
ら
の
会
費
で
す
が
、

ク
ラ
ブ
数
や
会
員
数
の
減

少
に
よ
り
、
収
入
予
算
規

模
も
縮
小
し
て
い
ま
す
。

活
動
の
活
性
化
と

活
動
の
活
性
化
と

　　

��

会
員
増
強
が
課
題

会
員
増
強
が
課
題

県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
財
源
対
策
等
検
討
委
員
会

会
費
収
入
を
維
持
す
る

た
め
に
は
算
定
額
を
上
げ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

会
員
の
負
担
が
大
き
く
な

り
ま
す
ま
す
退
会
や
脱
会

者
が
増
え
る
の
で
は
な
い

か
と
不
安
を
抱
え
、
手
を

つ
け
ら
れ
な
い
タ
ブ
ー
の

領
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
組
織
を
維
持

継
続
し
て
い
く
に
は
、
所

属
し
て
い
る
会
員
の
皆
さ

ん
と
信
頼
さ
れ
る
関
係
を

築
い
て
い
く
こ
と
が
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
活
動
目
標
と
方

向
性
を
示
し
て
、
未
加
入

者
の
方
に
も
賛
同
、
参
画

し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
意

識
喚
起
と
確
認
の
場
づ
く

り
を
行
い
、
強
靭
な
組
織

と
運
営
の
健
全
化
を
目
指

し
て
新
し
い
時
代
に
対
応

し
な
が
ら
も
再
度
原
点
に

立
ち
返
っ
て
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
社
会
的
有
用
性
と
意

義
に
つ
い
て
整
理
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ

の
た
め
の
財
源
問
題
と
そ

れ
ら
対
策
は
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
委

員
会
と
し
て
も
具
体
的
な

提
案
に
向
け
て
議
論
を
深

め
て
ま
い
り
ま
す
。

課題を一つひとつ協議しました課題を一つひとつ協議しました
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教
材
テ
キ
ス
ト
の
内
容
は
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
組
織
や
財
源
に
つ
い
て
の

資
料
、
魅
力
あ
る
活
動
の
発
信
、
コ
ロ

ナ
禍
の
活
動
事
例
な
ど
組
織
運
営
の

基
礎
か
ら
応
用
ま
で
幅
広
く
作
成
さ

れ
ま
し
た
。

今
後
、
各
市
町
村
老
連
で
行
わ
れ

る
役
員
会
・
研
修
会
な
ど
で
も
活
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

７
月
12
日
、
県
総
合
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
令
和
３
年
度
市
町

村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
担
当
者

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
の
開
催
で
し

た
が
、
出
席
者
は
例
年
よ
り
多
く
、

こ
れ
ま
で
１
日
か
け
て
開
催
し
て
い

た
会
議
を
感
染
予
防
策
と
し
て
２
時

間
以
内
に
圧
縮
し
た
形
で
開
催
し
ま

し
た
。

会
議
で
は
、
県
老
連
事
業
の
事
務

作
業
効
率
化
に
つ
い
て
の
説
明
を
中

心
に
、
令
和
４
年
度
の
事
業
策
定
の

骨
子
、
ま
た
市
町
村
老
連
現
況
調
査

の
報
告
、
市
町
村
老
連
か
ら
提
出
の

あ
っ
た
議
題
に
つ
い
て
の
協
議
が
行

わ
れ
、
出
席
者
か
ら
は
、
県
老
連
へ

の
提
出
書
類
に
つ
い
て
メ
ー
ル
な
ど

で
の
提
出
な
ど
時
間
や
経
費
を
考
慮

し
た
簡
略
化
に
つ
い
て
の
意
見
な
ど

も
あ
り
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
市
町
村
事

務
局
が
事
務
作
業
を
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
目
指
し
、
要
望
に
応
え
る

た
め
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。市

町
村
老
連
会
長
並
び
に
女
性
委

員
合
同
研
修
会
は
、
２
年
ぶ
り
に
１

泊
２
日
で
の
開
催
を
計
画
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
８
月
初
旬
か
ら
全
国
的

に
感
染
者
が
増
大
し
、
県
は
「
感
染

拡
大
防
止
特
別
集
中
期
間
」
を
設
定

し
た
た
め
、
参
加
者
の
健
康
と
安
全

を
考
慮
し
て
当
研
修
会
を
中
止
し
、

そ
の
代
替
企
画
と
し
て
、
本
会
が
作

成
し
た
老
人
ク
ラ
ブ
に
関
係
す
る
教

材
テ
キ
ス
ト
を
送
付
し
、
そ
れ
ぞ
れ

ご
自
宅
や
事
務
局
等
で
研
修
を
受
け

て
い
た
だ
く
“
通
信
教
育
型
”
に
し

ま
し
た
。

市町村老連会長並びに女性委員合同研修会の教材テキスト市町村老連会長並びに女性委員合同研修会の教材テキスト

時間を制限し集中して実施時間を制限し集中して実施

　
市
町
村
老
連

　
事
務
担
当
者
会
議
が

　
　  
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
市
町
村
老
連

　
会
長
・
女
性
委
員
合
同

　
研
修
教
材
テ
キ
ス
ト
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県
老
連
創
立
60
周
年
記
念
事
業

と
し
て
女
性
委
員
会
が
取
り
組
む

『
伝
え
た
い�

地
域
自
慢
や
ま
が
た

の
郷
土
料
理
レ
シ
ピ
集
・
動
画
記

録
』
で
は
、
各
市
町
村
老
連
の
女

性
代
表
お
よ
び
女
性
会
員
に
、
そ

れ
ぞ
れ
地
域
自
慢
の
郷
土
料
理
に

つ
い
て
「
掲
載
し
た
い
と
思
う
料

理
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
35
市
町
村
か
ら
回
答
が
よ

せ
ら
れ
53
品
の
料
理
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
村
山
・
最
上
・
置

賜
・
庄
内
の
４
地
区
ご
と
に
わ
け
、

そ
れ
ぞ
れ
地
域
自
慢
の
料
理
を
女

性
委
員
会
常
任
委
員
か
ら
２
つ
選

ん
で
も
ら
い
掲
載
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
県
内
全
域
を
と
お
し
て
、

老
人
ク
ラ
ブ
が
推
奨
す
る
技
と
知

恵
を
駆
使
し
た
伝
承
料
理
２
品
も

掲
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

県
老
連
創
立
60
周
年
記
念
事
業

決
定
し
た
料
理
は
、
女
性
委
員

や
女
性
会
員
の
協
力
を
得
て
調
理

を
行
い
、
次
世
代
に
わ
か
り
や
す

く
使
い
や
す
い
レ
シ
ピ
集
に
す
る

た
め
写
真
と
動
画
撮
影
を
お
こ
な

う
予
定
で
す
。

掲
載
す
る
料
理
は
別
表
の
通
り

に
決
ま
り
ま
し
た
。

郷
土
料
理
レ
シ
ピ
集
へ
の

郷
土
料
理
レ
シ
ピ
集
へ
の

　
掲
載
料
理
決
定
！

　
掲
載
料
理
決
定
！

女性
委員会

地　区 料理名

村山
山
さん

菜
さい

こぶ巻き
ひっぱりうどん

最上
がっき煮

に

からかい煮
に

置賜
ひょう干

ほ

しの煮
に

物
もの

うち豆
まめ

の冷
ひや

し汁
じる

庄内
納
なっ

豆
とう

汁
じる

寒
かん

鱈
だら

汁
じる

伝承料理
笹
ささ

巻
ま

き

紫
し

蘇
そ

巻
まき
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自分で作成する遺言書は、自由度が高く、書くことさえできれば、誰でも手軽に作成することができますが、ご
自宅に保管していると相続人から発見されなかったり、改ざんされる等のおそれがあります。
そこで、遺言書を法務局に預けると、安全に保管することができ（自筆証書遺言書保管制度）、次のようなメリッ
トがあります。
①相続人などによる改ざんや隠匿のおそれがありません。
②家庭裁判所の検認手続が不要となり、相続手続をスムーズに進めることができます。
③遺言者の死亡後、相続人等に通知をして、遺言書の存在をお知らせします。
④手数料は、保管年数や枚数等にかかわらず 3900円です。
なお、法務局では、民法に定める遺言書の要件について（自分で書いてい
るか、日付はあるか、署名押印はあるか等）確認をするので、形式不備によ
り無効になることはありません。
ご家族への想いを、ぜひ遺言書にしたためてみませんか。
法務局では、あなたの遺言書を大切に保管し、その想いを確実にご家族へ
お届けします。
詳しくは、お近くの法務局へお問い合わせください。� （山形地方法務局）

山形地方法務局管内の遺言書保管所一覧
本局供託課 〒990-0041　山形市緑町一丁目5番48号 ℡ 023-625-1321（代表）
　管轄区域 山形市　上山市　村山市　天童市　東根市　尾花沢市　東村山郡（山辺町　中山町）北村山郡（大石田町）

寒河江支局 〒991-0025　寒河江市八幡町7番12号 ℡ 0237-86-3258
　管轄区域 寒河江市　西村山郡（河北町　西川町　朝日町　大江町）

新庄支局 〒996-0088　新庄市桧町11番地１ ℡ 0233-22-7528
　管轄区域 新庄市　最上郡（金山町　最上町　舟形町　真室川町　大蔵村　鮭川村　戸沢村）

米沢支局 〒992-0012　米沢市金池七丁目4番33号 ℡ 0238-22-2148
　管轄区域 米沢市　長井市　南陽市　東置賜郡（高畠町　川西町）西置賜郡（小国町　白鷹町　飯豊町）

鶴岡支局 〒997-0047　鶴岡市大塚町17番27号 ℡ 0235-22-1003
　管轄区域 鶴岡市　東田川郡の内　三川町

酒田支局 〒998-0011　酒田市上安町一丁目6番地の1 ℡ 0234-25-2221
　管轄区域 酒田市　東田川郡の内　庄内町　飽海郡（遊佐町）

あなたの遺言書を
大切に保管します

あなたの大切な想いを法務局がご家族にお届けしますあなたの大切な想いを法務局がご家族にお届けします

～遺言書は「ご家族へのラブレター」～
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地
域
の
高
齢
者
を
見
守
り
、
見
守
ら
れ
て

地
域
の
高
齢
者
を
見
守
り
、
見
守
ら
れ
て

おらほおらほのの

事務局事務局さんさん

　

小
国
町
は
新
潟
県
と
の
県
境
に

あ
り
、
周
り
を
山
々
に
囲
ま
れ
、

冬
は
積
雪
が
２
ｍ
を
超
え
る
豪
雪

地
帯
で
す
。
雪
が
解
け
る
と
山
々

は
山
菜
の
宝
庫
と
な
り
、
地
域
の

高
齢
者
も
そ
の
恵
み
を
大
切
に
し

な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

木
村
さ
ん
は
、
平
成
30
年
8
月

に
社
協
へ
入
職
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
担
当
と
な
り
ま
し
た
。
初

め
は
老
人
ク
ラ
ブ
の
「
ろ
」
の
字

も
分
か
ら
な
か
っ
た
木
村
さ
ん
、

自
分
の
祖
父
母
世
代
の
方
々
と
の

交
流
で
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
分

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
何
で
も

快
く
教
え
て
く
れ
た
り
、
町
で
会

う
と
笑
顔
で
声
を
掛
け
て
く
れ
た

り
、
自
作
の
農
作
物
や
手
料
理
を

わ
ざ
わ
ざ
準
備
し
て
届
け
て
く
だ

さ
り
優
し
さ
を
身
に
染
み

て
感
じ
ま
し
た
。

　

木
村
さ
ん
が
担
当
さ
れ

て
い
る
小
国
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
は
、
昭
和
40
年

に
設
立
、
ほ
と
ん
ど
の
単

位
ク
ラ
ブ
で
サ
ロ
ン
活
動

を
し
て
お
り
団
結
力
が
高

く
、
連
合
会
主
催
の
ワ
ナ

ゲ
大
会
に
は
２
０
０
人
以

上
参
加
し
て
い
ま
す
。
昨

年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
ほ
と

ん
ど
の
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
何
か
で
き
な
い
か
模
索
中

で
す
。

　

ま
た
、
入
会
者
が
少
な
い
こ
と

も
課
題
で
す
。
人
口
は
約
７
千
人

の
う
ち
65
歳
以
上
が
約
３
千
人
と

２
・
５
人
に
１
人
が
高
齢
者
で
、

町
内
の
65
歳
以
上
の
割
合
は
高
い

も
の
の
老
人
ク
ラ
ブ
入
会
へ
は
な

か
な
か
繋
が
り
ま
せ
ん
。
会
員
増

強
の
た
め
に
も
老
人
ク
ラ
ブ
の
伝

統
は
継
承
し
つ
つ
、
若
手
世
代
が

興
味
を
抱
く
よ
う
な
新
し
い
活
動

を
企
画
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

木
村　

法
子
さ
ん�

（
小
国
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

地域と連携し頑張っています
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《北部版》

　令和4年に創立60周年を迎えることから、県老　令和4年に創立60周年を迎えることから、県老
連では、記念事業の準備委員会を設置する計画連では、記念事業の準備委員会を設置する計画
を進めています。また、県老連女性委員会が取を進めています。また、県老連女性委員会が取
り組む「伝えたい　地域自慢やまがたの郷土料り組む「伝えたい　地域自慢やまがたの郷土料

理レシピ集・動画記録」も着々と準備が進んで理レシピ集・動画記録」も着々と準備が進んで
いるところです。いるところです。
　さらに、昨年来、新型コロナウイルス感染症　さらに、昨年来、新型コロナウイルス感染症
の拡大にともない、多くのクラブや連合会で活の拡大にともない、多くのクラブや連合会で活
動や事業の中止を余儀なくされています。そう動や事業の中止を余儀なくされています。そう
した中でも、市町村老連と十分な感染症対策をした中でも、市町村老連と十分な感染症対策を
講じたうえで、会員加入増強をはじめ、「健康づ講じたうえで、会員加入増強をはじめ、「健康づ
くり事業」や「地域支え合い事業」の取り組みくり事業」や「地域支え合い事業」の取り組み
支援対応や連携強化・事務局体制整備の強化な支援対応や連携強化・事務局体制整備の強化な
どを重点項目とし、事業を展開いたします。どを重点項目とし、事業を展開いたします。

　

毎
年
、「
敬
老
の
日
」
を
前
に

発
表
さ
れ
ま
す
全
国
の
１
０
０
歳

以
上
の
高
齢
者
は
、
51
年
連
続
し

て
増
加
し
８
万
６
５
１
０
で
、
女

性
が
全
体
の
88
・
４
％
を
占
め
、

男
性
は
初
め
て
１
万
人
を
超
え
ま

し
た
。

　

本
県
に
お
い
て
も
過
去
最
多
の

９
７
１
人
で
、
そ
の
内
訳
は
男
性

１
２
４
人
、
女
性
８
４
７
人
で
女

性
の
長
寿
が
際
立
ち
、
人
口
10
万

人
当
た
り
の
割
合
で
は
全
国
18

位
、
東
北
６
県
で
ト
ッ
プ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

本
県
で
は
、全
国
に
先
駆
け「
み

ん
な
で
取
り
組
む
健
康
長
寿
県
や

ま
が
た
推
進
条
例
」
を
制
定
し
、

人
生
１
０
０
年
時
代
の
健
康
づ
く

り
を
意
識
し
て
県
民
総
参
加
を
呼

び
か
け
、
健
康
長
寿
日
本
一
の
実

現
に
向
け
て
、
健
康
寿
命
を
の
ば

す
取
り
組
み
を
強
化
し
て
お
り
、

そ
れ
が
実
感
で
き
る
段
階
に
き
て

い
ま
す
。

　

ま
さ
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の

健
康
寿
命
は
平
均
よ
り
10
歳
ぐ
ら

い
長
く
、
生
涯
活
動
に
参
加
し
仲

間
と
交
流
す
る
こ
と
で
さ
ら
に
の

び
１
０
０
歳
へ
の
近
道
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
入
会
し
て
健
康
長
寿
で

と
も
に
１
０
０
歳
を
め
ざ
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

�

（
髙
橋
）

か ら のか ら のお し ら せお し ら せきき らら らら クラブクラブ 山山 形形  

本紙発行に際しまして、ご協賛いただきましたスポンサー各位に対し、厚く御礼申し上げます。
今後も倍旧の御厚誼を賜りますようお願い申し上げます。 スポンサーへの御礼

編編  

集集  

後後  

記記

　新型コロナウイルス感染症の第5波の収束と医療提供体制の崩壊を防ぐため、また参加者および関
係者の健康と安全面を考慮した結果、標記の開催を中止することに決定いたしました。

第30回山形県健康福祉祭「美術展」第30回山形県健康福祉祭「美術展」（ときめきねんりんピック2021）（ときめきねんりんピック2021）開催中止開催中止

県老連創立60周年県老連創立60周年
に向けてに向けて

きららクラブ山形 16第33号

第33号
令和3年11月

きららクラブ山形

〒990-0021 山形市小白川町2-3-31 県総合社会福祉センター 2階
tel （023）622-5601  fax （023）622-5606
ホームページ https://www.kirara-yamagata.or.jp
E-mail yrouren@poplar.ocn.ne.jp

山形県老人クラブ連合会
一般社団法人

（編集・印刷）株式会社ニチコミ　
　　　　　　☎03-5718-3900 http://www.nichicomi.com

会

報


